
　

平
成
２５
年
４
月
１
日
採
用
予
定

の
市
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

□
職
種　

▽
一
般
事
務
職
（
大
学

卒
）
＝
３
人
程
度　

▽
建
築
技
術

職
＝
１
人
程
度　

▽
土
木
技
術
職

＝
１
人
程
度　

▽
身
体
障
が
い
害

者
＝
１
人
程
度　

▽
保
育
士
・
幼

稚
園
教
諭
＝
１
人
程
度

□
試
験　

▽
１
次
試
験
＝
１２
月
１

日
㈯　

▽
第
２
次
試
験
＝
合
格
者

に
通
知　

▽
と
こ
ろ
＝
市
消
防
防

災
セ
ン
タ
ー

□
締
め
切
り　

１１
月
１５
日
㈭
午
後

５
時
１５
分
（
必
着
）

□
申
し
込
み
方
法　

市
役
所
備
え

付
け
の「
職
員
採
用
試
験
申
込
書
」

に
①
住
民
票
②
卒
業
証
明
書
③
成

績
証
明
書
④
資
格
・
免
許
の
写
し

⑤
写
真
⑥
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
―

を
添
え
て
申
し
込
む

※
卒
業
証
明
書
や
成
績
証
明
書
が

申
し
込
み
の
際
に
提
出
で
き
な
い

場
合
は
、
１
次
試
験
受
験
日
ま
で

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
で

請
求
す
る
場
合
は
、
封
筒
の
表

に
「
職
員
採
用
試
験
申
込
書
請
求
」

と
朱
書
き
し
、
１
２
０
円
切
手
を

貼
っ
た
返
信
用
封
筒
（
定
型
外
角

２
封
筒
）
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

「
試
験
案
内
」・「
職
員
採
用
試
験

申
込
書
」
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（h
ttp

://w
w

w
.c

ity.e
n

a.g
ifu

.jp
/

）

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

　
　
　
　

〒
５
０
９
―
７
２
９
２

（
住
所
不
要
）
総
務
課
（
内
線
３

０
６
）

　

上
矢
作
コ
ミ
セ
ン
の
臨
時
職
員

（
公
民
館
主
事
）
を
募
集
し
ま
す
。

□
勤
務
先　

上
矢
作
コ
ミ
セ
ン

□
定
員　

１
人

□
業
務
内
容　

公
民
館
主
事
と
し

て
主
に
貸
館
業
務
、
市
民
講
座
な

ど
の
業
務
、
維
持
管
理
業
務
な
ど

□
必
要
な
資
格
・
経
験　

普
通
自

動
車
運
転
免
許
、
ワ
ー
ド
・
エ
ク

セ
ル
の
入
力
程
度
が
で
き
る
こ
と

□
勤
務
条
件　

▽
賃
金
＝
日
額

６
千
円
（
社
会
保
険
、
雇
用
保
険

に
加
入
）
▽
勤
務
時
間
＝
週
５
日

勤
務
で
午
前
８
時
半
―
午
後
５
時

□
申
し
込
み
方
法　

履
歴
書
に
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
の
紹
介
状
を
添
え
て

上
矢
作
コ
ミ
セ
ン
へ
持
参
か
、
社

会
教
育
課
へ
持
参
か
郵
送
す
る
。

□
締
め
切
り　

１１
月
１５
日
㈭
（
必

着
）

□
採
用
予
定
日　

１２
月
１
日

　
　
　
　

〒
５
０
９
―
７
４
９
２

（
住
所
不
要
）社
会
教
育
課
志
４
３

―
２
１
１
２
（
内
線
３
４
４
）

　

現
在
の
公
共
交
通
総
合
連
携
計

画
を
踏
ま
え
て
部
会
で
は
、
特
に

バ
ス
交
通
の
再
編
を
考
え
、
今
後

の
方
針
や
改
善
案
を
提
言
し
ま

す
。

□
定
員　

若
干
名

□
任
期　

委
嘱
日
か
ら
計
画
立
案

ま
で
（
平
成
２４
・
２５
年
度
）

□
対
象　

１８
歳
以
上
で
市
内
在
住

の
方
、
公
募
に
よ
っ
て
委
嘱
さ
れ

た
市
の
他
の
審
議
会
な
ど
の
委
員

で
な
い
方

□
報
酬　

無
料

□
申
し
込
み
方
法　

任
意
の
様

式
に
①
住
所
②
氏
名
③
年
齢
④

職
業
⑤
電
話
番
号
⑥
応
募
理
由

（
４
０
０
字
程
度
）
―
を
明
記
の

上
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
地
域
や

年
齢
、
応
募
理
由
な
ど
を
考
慮
し

決
定
し
ま
す
。

□
締
め
切
り　

１１
月
１５
日
㈭

　
　
　
　

〒
５
０
９
―
７
２
９
２

（
住
所
不
要
）
商
工
観
光
課
（
内

線
５
２
２
）

募
集

　

１１
月
１２
日
㈪
―
２５
日
㈰
は
「
女

性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運

動
」
週
間
で
す
。

　

女
性
の
人
権
相
談
に
、
県
内
の

女
性
人
権
擁
護
委
員
が
中
心
と
な

っ
て
電
話
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力

（
Ｄ
Ｖ
）
や
職
場
な
ど
に
お
け
る

セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
の
相
談
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

□
と
き　

１１
月
１２
日
㈪
―
１８
日
㈰

午
前
８
時
半
―
午
後
７
時
（
土
・

日
曜
日
は
、
午
前
１０
時
―
午
後
５

時
）

□
相
談
員　

法
務
局
職
員
、
主
に

女
性
の
人
権
擁
護
委
員

□
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　

志
０
５
７
０
―
０
７
０
―
８
１
０

　
　

総
務
課
（
内
線
３
０
７
）

▲昨年の火災予防ポスター

※山岡町原地区の投票所が、原公民館から山岡陶業ギャラリー
へ変更。これまで投票所に公民館を使っていた地域は、場所
は変わらず「コミュニティセンター」へ名称を変更しています。
投票所入場券をお確かめの上お出掛けください

　近年、保護者から虐待を受ける子

どもが増えていて、特に子どもの命

が奪われるなど重大な事件も後を絶

たない状況です。

　虐待は、子どもの心や虐待をして

しまった人にも深い傷を残します。

　子どもを持つ親だけでなく、社会

全体で考え、一人一人が協力するこ

とが求められています。

【虐待とは】

　児童虐待は、殴る・蹴るなどの身

体的虐待、傷つける言葉を繰り返

す・拒否的な態度をとるなどの心理

的虐待、食事を与えない・自動車の

中に放置するなどのネグレクト（ 養

育放棄）、子どもへの性交や性的な

行為を見せるなどの性的虐待があり

ます。これらは、子どもの命を脅か

し、心を深く傷つける行為です。

【児童虐待としつけ】

　虐待が起きる原因に、親自身が、

虐待していることに気づかないこと

があります。例えば、虐待と思われ

るような行為を、親がしつけと認識

していることが挙げられます。確か

に虐待としつけを区別することは難

しく、線引きできないのも事実です。

　しかし、子どもが耐え難い苦痛を

感じたり、成長に悪影響を与えたり

する行為であれば、それは虐待です。

たとえ、しつけのつもりでも、子ど

もの体を傷つけたり、きつく叱り続

けたりして、子どもの成長や発達を

損なう恐れがあれば、虐待に当たり

ます。

【心配な子どもがいたら】

　虐待を受けている子どもは、必ず

何らかのサインを出しています。身

近に心配な子どもがいたら、まずは

家庭児童相談室（子育て支援課）に

連絡してください。

　子どもの安全を第一とし、連絡し

た人の秘密も守られます。虐待でな

い場合も、責任は問われません。

　　子育て支援課（内線２６０）

気づくのは あなたと地域の心の目　～１１月は児童虐待防止推進月間～

問

▲児童虐待防止のポスター

　

国
税
庁
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（h

ttp
:

//w
w

w
.n

ta.g
o
.jp

）
に
特
設
ペ
ー

ジ
を
開
設
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

□
展
示
期
間　

１１
月
１２
日
㈪
―
１７

日
㈯

□
と
こ
ろ　

市
役
所
会
議
棟

　
　

税
務
課
（
内
線
５
１
２
）

□
と
き　

１１
月
１７
日
㈯
午
後
２
時

―
４
時
半
（
午
後
１
時
半
受
け
付

け
）

□
と
こ
ろ　

恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー

集
会
室

□
テ
ー
マ　

糖
尿
病
の
温
泉
治
療

～
メ
タ
ボ
は
温
泉
で
改
善
で
き
る

の
か
？
～

□
講
師　

大
塚
吉
則
氏
（
北
海
道

大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
院
人
間

発
達
科
学
分
野
教
授
）　

□
料
金　

無
料

□
定
員　

２
０
０
人

　
　

日
本
温
泉
気
候
物
理
医
学
会

東
海
北
陸
支
部
（
市
立
恵
那
病
院

内
）
志
２
６
―
２
１
２
１

　

１１
月
２３
日
㈮
、
電
気
設
備
年
次

　１１月１８日㈰に恵那市長選挙・恵那市議会議員選挙

が行われます。大切な権利を放棄しないで投票に出掛

け、お互いに自覚を持って「明るいきれいな選挙」を

しましょう。 

　　選挙管理委員会（内線５５０）

□投票の時間　午前７時～午後８時（ただし笠置町、

中野方町、飯地町、山岡町、明智町、串原、上矢作町

は午後７時まで）

□投票場所　投票入場券に記載してある投票所へお越

しください。

□投票できる方　市の選挙人名簿に登録されている方

で、①平成４年１１月１９日までに生まれた方　②平成

２４年８月１０日までに住民票の作成または転入され

引き続き恵那市に居住している方。

□期日前投票　投票日当日に仕事や外出、地域の行事

などの理由で当日投票できない場合は、期日前投票が

下記の表の通りできます。

　

１１
月
１１
日
㈰
か
ら
１７
日
㈯
は

「
税
を
考
え
る
週
間
」
で
す
。
市

で
は
、
市
役
所
会
議
棟
で
「
税
に

関
す
る
パ
ネ
ル
展
示
」
と
「
小
学

生
に
よ
る
習
字
の
展
示
」
を
行
い

ま
す
。

　

こ
と
し
の
テ
ー
マ
は
「
税
の
役

割
と
税
務
署
の
仕
事
」。
税
に
対

す
る
理
解
と
、
国
税
庁
の
取
り
組

み
な
ど
の
意
見
を
聴
く
機
会
と
し

て
い
ま
す
。

点
検
の
た
め
、
市
役
所
が
停
電
し

ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
２３
日
は
終
日
、
恵

那
文
化
セ
ン
タ
ー
で
の
住
民
票
や

印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付
が
で
き

ま
せ
ん
。
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
閲

覧
も
、
午
後
５
時
こ
ろ
ま
で
で
き

ま
せ
ん
。
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま

す
が
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
市
役
所
へ
の
電
話
や
死
亡

届
は
、
通
常
通
り
で
す
。　

　
　

財
務
課
（
内
線
３
５
６
）

市
内
の
小
中
学
生
が
描
い
た

火
災
予
防
ポ
ス
タ
ー
を
展
示
し
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

□
と
き　

１１
月
１２
日
㈪
―
１７
日
㈯

午
前
１０
時
―
午
後
９
時（
１２
日
は
、

午
後
１
時
か
ら
展
示
）　

□
と
こ
ろ　

市
消
防
防
災
セ
ン
タ

ー
３
階

　
　

予
防
課
志
２
６
―
０
１
１
９

（
内
線
２
６
０
）

日にち ところ

１１月１２日捷～
　　　　　１７日松
午前８時半～
　　　　  午後８時

市役所会議棟・岩村振興事務所・
山岡振興事務所・明智振興事務
所・串原振興事務所・上矢作振
興事務所

１１月１２日捷～
　　　　　１６日晶
午前８時半～
　　　　  午後５時

東野振興事務所・三郷振興事務
所・武並振興事務所・笠置振興
事務所・中野方振興事務所・飯
地振興事務所

　：問い合わせ　　：申し込み ※コミセン＝コミュニティセンターの略問 申

来
年
度
採
用
の
市
職
員

公
民
館
主
事
（
日
々
雇
用
）

暴
力
な
ど
女
性
を
め
ぐ
る

電
話
相
談
所
を
開
設

１１
月

２３
日
㈮
は
住
民
票
な

ど
が
交
付
で
き
ま
せ
ん

問

公
共
交
通
計
画
を
考
え
る

専
門
部
会
委
員

申
・
問

申
・
問

問

問

問

申
・
問

問

案
内

問

パ
ネ
ル
展
示
と
書
道
展
で

税
を
考
え
る

火
災
予
防
ポ
ス
タ
ー
展
を

開
催

温
泉
療
法
と
森
林
浴
を
考

え
る
市
民
講
座

●●

１１月１８日掌は市長・市議会議員選挙
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鳥
獣
の
狩
猟
が
、
１１
月
１５
日
㈭

か
ら
平
成
２５
年
２
月
１５
日
㈮
（
イ

ノ
シ
シ
・
ニ
ホ
ン
ジ
カ
は
３
月
１５

日
㈮
）
ま
で
解
禁
さ
れ
ま
す
。
山

林
へ
入
る
と
き
は
、
な
る
べ
く
目

立
つ
服
装
で
獣
に
間
違
わ
れ
な
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

狩
猟
免
許
の
な
い
方
が
狩
猟
を

す
る
こ
と
は
法
律
に
よ
り
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。
銃
器
や
わ
な
な
ど

の
狩
猟
免
許
を
取
得
し
た
だ
け
で

は
、
狩
猟
は
で
き
ま
せ
ん
。
あ
ら

か
じ
め
県
に
申
請
を
し
て
、
狩
猟

者
と
し
て
登
録
さ
れ
て
か
ら
狩
猟

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
　

林
業
振
興
課
（
内
線
５
２
７
）

　

恵
那
市
茶
道
連
盟
に
協
力
を
い

た
だ
き
、
中
山
道
ひ
し
屋
資
料
館

の
茶
室
で
呈
茶
を
行
い
ま
す
。　

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
お
立
ち
寄
り

く
だ
さ
い
。

□
と
き　

１１
月
２４
日
㈯
午
前
１０
時

―
午
後
３
時
（
な
く
な
り
次
第
終

了
）

□
と
こ
ろ　

中
山
道
ひ
し
屋
資
料

館□
料
金　

大
人
２
０
０
円
、
小
中

高
生
１
０
０
円
（
入
館
料
）

　
　

文
化
課
志
４
３
―
２
１
１
２

（
内
線
３
２
１
）

　

県
看
護
協
会
恵
那
支
部
が
、
市

川
太
一
さ
ん
（
テ
ノ
ー
ル
歌
手
）

を
迎
え
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

を
開
催
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

□
と
き　

１２
月
１
日
㈯
午
後
１
時

半
―
３
時

□
と
こ
ろ　

市
立
恵
那
病
院
リ
ハ

ビ
リ
室

□
料
金　

無
料

□
そ
の
他　

準
備
の
関
係
で
参
加

す
る
方
は
、
左
記
ま
で
連
絡
く
だ

さ
い
。

　
　
　
　

市
立
恵
那
病
院
看
護
部

長
室
志
２
６
―
２
１
２
１

　

予
防
接
種
一
部
補
助
事
業
の
実

　

市
民
評
価
委
員
会
で
は
、
１０
月

１９
日
、
市
長
へ
提
言
書
を
提
出
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
事
務
事
業
評
価
の
客

観
性
を
高
め
、
効
率
的
な
行
政
体

制
の
確
立
を
図
る
た
め
に
、
市
民

か
ら
選
ば
れ
た
委
員
が
、
事
務
事

業
の
評
価
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

市
が
行
っ
た
約
６
０
０
の
事
業
か

ら
１２
事
業
を
選
択
し
、
事
業
担
当

者
か
ら
の
説
明
と
現
地
視
察
を
行

い
、
市
民
の
視
点
か
ら
評
価
し
ま

し
た
。評
価
し
た
事
業
は
正
当
性
、

効
率
性
に
つ
い
て
３
段
階
に
分
け

ら
れ
、
提
案
も
含
め
て
提
言
さ
れ

ま
し
た
。

　

市
で
は
、
こ
の
提
言
を
有
効
に

活
用
す
る
た
め
、内
容
を
検
証
し
、

今
後
の
行
政
運
営
に
反
映
す
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

同
委
員
会
で
ま
と
め
た
今
後
の

展
開
方
向
は
、
次
の
通
り
で
す
。

詳
し
い
内
容
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
（h

ttp
://w

w
w

.city
.en

a.lg
.jp

/

）

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
　

企
画
課
（
内
線
３
３
０
）

案
内

施
医
療
機
関
を
追
加
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
重
症
化
を
予
防
す
る
た
め
の
も

の
で
す
。
詳
し
く
は
、
本
紙
９
月

１５
日
号
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

実
施
期
間
は
、
１２
月
２２
日
㈯
ま

で
で
す
。

□
追
加
医
療
機
関　

み
あ
い
診
療

所（
武
並
町
志
２
８
―
３
５
２
１
）

□
診
療
時
間　

▽
月
、
木
、
金
曜

日
＝
午
前
９
時
―
午
後
１
時
、
午

後
３
時
―
７
時
半　

▽
水
、
土
曜

日
（
午
後
休
診
）
＝
午
前
９
時
―

午
後
１
時
（
土
曜
日
は
午
後
２
時

ま
で
）

　
　

健
康
推
進
課（
内
線
２
２
３
）

　

生
活
習
慣
病
か
ら
発
症
す
る
可

能
性
の
あ
る
糖
尿
病
。
食
事
や
運

動
な
ど
、
予
防
し
て
い
く
た
め
の

生
活
を
学
習
し
、
調
理
の
ヒ
ン
ト

も
学
ぶ
た
め
の
講
習
会
を
開
催
し

ま
す
。
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

□
と
き　

１２
月
４
日
㈫
午
前
９
時

半
―
午
後
１
時
半

□
と
こ
ろ　

岩
村
福
祉
セ
ン
タ
ー

調
理
室

□
対
象　

市
内
在
住
で
、
糖
尿
病

予
防
に
関
心
の
あ
る
方

□
内
容　

生
活
習
慣
病
予
防
（
糖

市
民
評
価
委
員
会
が
市
の

事
業
を
評
価

　暖房などを使う季節になり、火災が発生しやすい時季になりました。

　１１月９日㈮から１５日㈭までは、秋季全国火災予防運動が行われます。「消す

までは　出ない行かない　離れない」を全国統一の防火標語に掲げ、火災予防

思想の一層の普及を図ります。

　　恵那消防署志２６-０１１９

火災が発生しやすい季節です

事業 事業概要 今後の展開方向

子ども福祉医療費
助成事業

医療費の自己負担額を中学校卒業までの市民に
助成

維持（医療費抑制の意識付けと適正受診の推進
を図る）

保育園通園バス運
営事業

バスで保育園通園を支援する事業。専用バスと
乗合バス乗車券補助を行う保育園がある。

改善する方向で事業を継続（利用者負担を課す
ことが必要）

空き家バンク事業 空き家に関する情報を収集し、移住・定住希望
者の窓口と支援 維持（更なる事業のＰＲ、ニーズの把握が必要）

少年消防隊育成事
業

小学５、６年生を対象に、防災意識の高揚と将
来の防災リーダーを育成

改善（隊員の募集方法を公募とする。目標を達
成するための事業内容の再検討を要す）

木造住宅耐震改修
費補助事業

倒壊の恐れのある木造住宅を耐震補強工事した
際その費用を一部助成

維持（引き続き広く啓発し、成果の拡大を求め
る）

市民協働作業原材
料支給事業

市道などの補修や維持管理のために原材料を支
給する。作業は自治会や区の地域団体が行う

維持（引き続き広く啓発し、成果の拡大を求め
る）

恵那ＣＡＴＶ管理
運営事業 ケーブルテレビ設備の維持、管理 改善（民間で行える部分は民間へ切り離し、企

業努力が必要）

日本大正村施設整
備事業 日本大正村施設の維持管理や修繕 改善（市民が深く関われるまちづくり事業とす

る。また日本大正村の経営改善が必要）

食育の推進 各学校が行う食育の授業に対して補助金を交付 維持（市の食育推進計画の策定が必要）

サンホールくしは
ら自主事業、管理
運営経費

サンホールくしはらで行う年１回の自主事業
（映画会など）と施設の維持管理経費

改善（地元、地域と施設の必要性を協議し、類
似施設の統合や他の用途で使用するなど、施設
の有効性を見いだす検討も必要）

ＮＰＯ支援・育成
事業 市民活動団体に対し、補助金を交付 継続（補助制度のみならず、支援体制を強化す

る方法も検討されたい）

放送運営事業 市の情報をケーブルテレビで放送 改善（ケーブルテレビ管理運営事業と放送運営
事業を統合し、担当する分野を明確にされたい）

尿
病
）
に
つ
い
て
の
話
と
調
理
実

習□
講
師　

市
食
生
活
改
善
推
進
員

□
定
員　

３０
人
（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
）

□
料
金　

無
料

□
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、

食
器
用
布
巾

□
申
し
込
み
方
法　

１１
月
１２
日
㈪

か
ら
２２
日
㈭
ま
で
に
電
話
で
申
し

込
む

　
　
　
　

市
食
生
活
改
善
連
絡
協

議
会
（
健
康
推
進
課
内
）（
内
線

２
２
２
） ①寝たばこは、絶対やめる。

②ストーブは、燃えやすいものから

離れた位置で使用する。

③ガスこんろなどのそばを離れると

きは、必ず火を消す。

④逃げ遅れを防ぐために、住宅用火

災警報器を設置する。

⑤寝具や衣類、カーテンからの火災

を防ぐために、防炎品を使用する。

⑥火災を小さいうちに消すために、

住宅用消火器などを設置する。

⑦お年寄りや体の不自由な人などを

守るために、隣近所の協力体制をつ

くる。　

住宅防火 命を守る 七つのポイント

さ
ら
な
る
改
善
が
必
要

　

市
第
２
次
行
財
政
改
革
行
動
計

画
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
窓
口
サ
ー

ビ
ス
の
満
足
度
を
測
る
た
め
、
９

月
３
日
か
ら
１４
日
ま
で
窓
口
サ
ー

ビ
ス
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま

し
た
。
本
調
査
は
平
成
１８
年
度
か

ら
実
施
し
７
年
目
と
な
り
ま
す
。

こ
と
し
は
第
２
次
行
財
政
改
革
の

２
年
目
に
な
り
ま
す
。

　

総
合
的
な
「
窓
口
満
足
度
」
は
、

５
点
「
満
足
」
が
６９
・
８
㌫
で
、

目
標
の
８０
㌫
よ
り
１０
・
２
ポ
イ
ン

ト
、
昨
年
度
よ
り
１
・
８
ポ
イ
ン

ト
下
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

回
答
総
数
は
１
１
７
２
人
（
男

性
５
３
８
人
、
女
性
５
９
７
人
、

未
記
入
３７
人
）。
そ
の
他
で
は「
あ

い
さ
つ
の
満
足
度
」６２
・
７
㌫
、「
職

員
の
対
応
や
説
明
の
仕
方
の
満
足

度
」
６６
・
６
㌫
と
い
う
結
果
で
し

た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
活
用

　

市
役
所
で
は
第
２
次
行
財
政
改

革
行
動
計
画
の
目
標
に
窓
口
サ
ー

ビ
ス
満
足
度
５
点
「
満
足
」
の
み

で
８０
㌫
以
上
を
目
指
す
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
結
果
で
は
、
ま
だ
ま
だ
目

標
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　

窓
口
に
お
越
し
い
た
だ
く
方
の

年
代
に
応
じ
た
対
応
を
工
夫
す
る

な
ど
、
画
一
的
な
対
応
と
な
ら
な

い
よ
う
日
々
改
善
を
図
り
な
が
ら

窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

　

今
後
も
結
果
を
分
析
し
、
さ
ら

な
る
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
を
進

め
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

　
　

企
画
課
（
内
線
３
３
１
）

窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
満
足
度
は
約

７０
％

【総合窓口満足度の年度比較グラフ】

Ｈ２３

Ｈ２２

Ｈ２１

Ｈ２０

Ｈ１９

Ｈ２４
（年度）

２０ ４０ ６０ ８０ １００

（％）

■５点（満足）　■４点（やや満足）　□その他
※その他は、３点（どちらともいえない）、２点（やや不満）、１点（不満）、未記入の合計

７１．６

６５．８

７０．２

６７．０

７０．７

６９．８

２０．０

２０．５

２１．６

２３．２

１８．７

２１．８

８．４

１３．７

８．２

９．８

１０．６

８．４

　：問い合わせ　　：申し込み ※コミセン＝コミュニティセンターの略問 申

申
・
問

狩
猟
の
期
間
は
注
意
し
て

入
山
を

趣
の
あ
る
ひ
し
屋
資
料
館

で
抹
茶
体
験

申
・
問

市
立
恵
那
病
院
で
ク
リ
ス

マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

糖
尿
病
予
防
教
室
を
開
催

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
の
医
療
機
関
が
追
加

問

問

問

問

問

全国統一防火標語

消すまでは 出ない行かない 離れない

問

案
内
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